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【背景・目的】

奄美群島水産青年協議会（以後 「奄水青協」は，会員間の親睦や知識・技，

術の研鑽，地域の活性化を図るため，平成６年に群島内の漁協青壮年部によっ

て結成された。一方，平成９年に153名存在した会員は，青壮年部からの卒業

脱会，加入者不足等の影響により平成24年度末には66名にまで減少した。

そこで普及業務の根幹をなす当協議会の再興を目指し活動を支援した。

【普及の内容・特徴】

実績については以下の表のとおり。主な活動は，お魚まつり，魚食普及，藻

， 。場造成の３つであるが 今年度は特に漁業者の関心の高い藻場造成に注力した

１ 計画づくり

２～４月に，会長，事務局（漁協職員）らとともに全体計画を作成し，役

， 。 ， （ ， ， ，員会 総会に諮り承認を得た また 個々の活動の詳細 日程 場所 内容

参加者等）については，随時，役員会を開き協議した。

２ 活動指導

お魚まつり及び魚食普及は，事務局と一体となって会の招集，役割分担

を行い円滑で健全な運営に努めた。藻場造成については，龍郷漁業集落の成

功例を参考に食害防止用の鉄筋カゴによる人工採苗試験を実施したほか，人

工海藻による母藻のカモフラージュ及び藻場代替機能の可能性を探るための

蝟集調査を行った。会員への経過説明は，平成26年度総会にて行った。

【成果・活用】

・藻場造成は，人工採苗に成功したことから，今後は鉄筋カゴの投入個数を増

やし，タネの供給源拡大を図る方針である。

・ここ数年実施している大和村の小学校での出前授業は，先方との調整がつか

ず断念したが，次年度は実施する方向で調整している。

・平成26年度に結成20周年を祝う記念イベントが計画されていることから，

法被，大漁旗，のぼり旗等の資材整備を行い，会員の意識高揚を図った。

・上部組織である奄美群島水産振興協議会（以後 「奄水協 ）からの要請も， 」

あり未加入の団体（再結成された団体）への勧誘を行ったところ，本年度，

月日 活動内容
会員参加
（延べ人

備考

4/6 第１回　役員会 10名 場所：奄美市（名瀬漁協）
4/20 第19回新鮮なお魚まつり準備 20名 場所：奄美市（大熊漁港）
4/21 第19回新鮮なお魚まつり 50名 来場者：約1,200名
5/18 第２回　役員会 4名 場所：奄美市（名瀬漁協）
6/30 通常総会及び第19回ｽﾎﾟｰﾂ大会 30名 種目：ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ
11/2 第３回　役員会 5名 場所：奄美市（名瀬漁協）
11/24 児童養護施設「白百合の寮」魚食普及活動 10名 児童生徒：約60名
2/1 県漁青連第１回役員会 1名 場所：鹿児島市（水産会館）

2/14～3/31 藻場造成活動 15名 場所：名瀬港（計5回）
3/14 県漁青連第３０回通常総会及び記念大会 4名 場所：鹿児島市（水産会館）



とくのしま漁協青年部が新たに加入することになった。これにより所属漁協

は７漁協４支所となり，未加入漁協は休部未脱会の１漁協を除き，１漁協と

。 ， 。なった 今後は 青壮年部結成と協議会への加入を推進していく予定である

記事（お魚まつり） 魚食普及（白百合：触れあい体験）

魚食普及（白百合：捌き体験） 藻場造成（人工採苗した海藻）

藻場造成（人工海藻の設置風景） 資材整備


